




























































































|1) DorothyWhitelock&others (eds.) TheAnglo-Saxon Chroniele
(1965), 793.
(2) R~ 1.Page, Life inAngloSaxonEngland(1972), P.3.,S.C.George,
TheVikings (1973) , P.11.
{3) cf.P.H･Sawyer,TheAgeofVikings (1975) , p. l~
(4) P,H.Sawyer, 762㎡.，
（5） 例えば最も有名な都市だけでも， ロンドン，パリ， ヨーク， ボルドー，ル



























































































地即ち「ディーン．ロウ地帯」 (Danelaw) となり， ともあれその占領
mexa, CfRudolfPoertner,TheVikings-RiseamdFall Of theNorth







滅し， それに代って， より小さな単位としてのカルケイト (carucate)が
生じたull と通説では指摘されている。


















(1UMarCBICCh, LasocidtfF"dale (1939) ,前掲邦訳51頁，青山吉信『ア
ングローサクソン社会の研究』 （昭和49年), 291頁参照。































































(13 L.Musset, LEsPeuples scandinavesauMoyenAge (1951).
⑰Sture Bolin,M0hammed, Charlemagne andRuric, SEα打ffimztjifz"























































































ては, CfAndrewC.O'dell, TheScandinavianWorld (1963), esp.
chap2～4, pp. 4-50. および『世界地理風俗大系』19－北ヨーロッパー





























"A~月. ryPeBHM, nOXOrbI BMKI'IHFOB(1966),グーレウイチ箸，中
山一郎訳『バイキング遠征誌』 （昭和46年), 32, 57, 126頁， およびMarc






















































"DavidWilson,TheVikingsand theirOrigins (1976), pp. 36-37.,
EriCOXentierna, cP.f'".,前掲邦訳, 69頁。





































"cf.P.H.Sawyer,TheAge ofVikings (1975), pp~ 12-13., Gwyn





















































































人） と解釈するものなのである。 しかも実際に， そうした合成語の一部と
みなされるvikで終る地名が， スカンジナヴィア人の植民地たるアイスラ
<3D cit.JohannesBrOndsted,TheVikings (1975),p､37．


















































































































(39) J.M.Kemble,TheSaxonS inEngland (1849),P.53ff.,A.H.Smith,
PIace-Names andAnglo-SaxonSettlement, Pr""""gO/Bγ"おA
AC(z[fe"J,,XLI (1965) ,P､67ff.,E.Ekwall,EnglishP1ace-Namesin-ING
(1962), p. lll ff.,A.Mawer&F.M.Stenton (eds.),Introductionto
theSurveyofEnglichPlace.Names (1924),pp､50-51. もちろん， イン
ガス地名の中には，その定住地の自然的（＝地理的）特徴に由来する語と結
合して形成されたものも若干あるとみなされている。 cf.F､M.Stenten,
AngloSaxonEngland (1965),p.314.
鋤拙稿「移動・定住期におけるアングロ・サクソン人の初期的勤向一一つ
の覚え書き－」 （『東北学院大学論集』経済学，第64号所収)， 96-98頁参照。
－39－ 23
ヴァイキンク. (Vikings)史研究序説
結5． 小
およそ社会経済史にあって，各々の時代の歴史現象は， それをひきおこ
した人びとを基準として把握することにより， その客観的な認識が可能に
なると思われるのである。われわれは当初の意図にしたがって，先ずヨー
ロッパ中世史上その少なからざる影響があるとみられる商業史的ないし経
済史的な事例を若干提示して， ヴァイキング像の修正を少し<こころみて
おいた。
次にまた，彼らの故土である北欧・スカンジナヴィア諸地方の自然地理
的定住環境との関連で，社会発展史的な視点からヴァイキング期の社会的
特質をいささか考察し，突然の遠征を惹起せしめた契機， ないしは略奪的
な海賊行為の解釈に関わる理由の一端を明らかにしたのである。
ところで， そもそもこうした海賊行為の歴史的起源をたどるなら，その
存在は遠くフェニキア， ギリシアの時代にも測りうるといえようが， それ
にもかかわらず，いわば海賊の代名詞のごとくヴァイキングがうけとめら
れていたことの一つには，略奪のための急襲や撤退の素早さをもたらすた
めの必須の条件である造船技術上での発達とある種の航海知識の掌握が，
既に彼らの側でなされていたことにある。このことがまた， ヴァイキング
遠征をうながす現実の契機をなしていたことはいうまでもない。 ともあ
れ， これらを含めた当面の課題に則していうならば，既に指摘した様に史
料的制約があることは避けられぬことであるのだが，幸いにそれを補足す
る近年の考古学的研究の諸成果から，われわれは多くの知識を期待しうる
のであって， その考察対象の広さとあわせ， この種の研究に果たしうる役
割が強調されてよいだろう。
最後にでばあるが，本稿では筆者の試論的解釈もあってヴァイキングの
語源との関わりで，彼らの初期的実体についても少しくその把握をこころ
みたのであった。
（1979. 9. 29）
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